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・ 組織のト ッ プである校長が労働安全衛生活動

を積極的に推進すると と もに、 教職員の当事

者意識を高める工夫をし ています。

・ 学校委員会（ 衛生委員会 ) を学校運営組織の

一つに位置づけた上で、 メ ンバーの選定や開

催のタ イミ ングなどに工夫を行い、 労働安全

衛生活動の推進を確実なものにし ています。

・ 労働安全衛生活動の推進が、 働き方改革、 ひ

いては学校運営の改善にも つながっ ていま

す。

・ 大分県教育委員会が進める「 こころのコンシェ

ルジュ事業」 を学校運営に活用し ています。

（ 1 ) 校長のリ ーダーシッ プと 学校運営組織にお

ける学校委員会の位置づけ

大神小学校は教職員数が 50 人未満であるた

め、 労働安全衛生法上は衛生委員会の設置義務

はあり ません。 し かし 、 日出町学校職員総括安

全衛生管理規程第 16 条「 職員の意見を聴く 機

会を設けるため、 学校に衛生委員会に準ずる組

織と し て学校委員会を置く 」 に準拠し 、 校内の

衛生活動を行う 「 学校委員会」 を設置し ていま

す。 そし てこの「 学校委員会」 を、 学校運営を

担う 16 の委員会の１ つに位置づけています。

校長は「 本校の学校委員会を学校運営の組織

の中に位置づけ、（ 中略） 私も 含めて、 みんな

で教職員の安全と 衛生を守っていこう と いう 取

り 組みをし ています。」 と 述べています。 組織

のト ッ プである校長の、 教職員の安全と 衛生を

守ると いう 強い意志が、 学校委員会を学校運営

委員会の 1 つに位置づける形と し て表われた

ものと 思います。

また、 大分県では、 全県的に学校における労

働安全衛生の取り 組みが長年にわたって続けら

れており 、 校長は「 働きやすい職場環境をつく

ること は長年の課題だと 思っており 、 これまで

ずっ と 取り 組んできまし た。」 と も 述べていま

す。

学校の労働安全衛生活動を進める組織が学校

運営上の組織に位置づけられていても 、 その活

動が全く 見えてこないケースもあり ます。 その

要因の一つに、 校長に労働安全衛生活動を活性

化し よう と いう マインド が見られないこと が挙

げられます。 大神小学校校長のよう なマインド

を、 各校の校長がし っかり と 持ち、 労働安全衛

生活動を学校運営の 1 つに位置づけるこ と が

労働安全衛生活動活性化の最大のポイント にな

り ます。

（ 2 ) 学校委員会のメ ンバーと 定期開催の工夫

学校委員会のメ ンバーは、 校長、 教頭、 教務

主任、 保健主事、 及び低学年・ 中学年・ 高学年

の各代表であり 、 必要に応じ て養護教諭や事務

職員も 参加し ます。 学年部の代表については、

校長の指名ではなく 、 学年部内で互選により 決

めています。 このよう に、 メ ンバーを教職員が

主体的に選ぶこと も労働安全衛生活動の活性化

につながっています。

学校委員会は、 大体月１ 回のペースで開催さ

れています。 このペースで行えるのは、 学校委

員会と 、 学校運営の中核を担う 学校運営協議会

１ ． 要旨・ ポイント

２ ． 特徴的な取り組み

事例 2 日出町立大神小学校

学校委員会の様子
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のメ ンバーがほぼ同じ であり 、 同協議会と セッ

ト で開催し ているからです。 また、 学校委員会

での話し 合いは学校運営協議会に共有さ れてお

り 、 学校委員会において、 教職員の働きやすい

職場環境づく り に取り 組むこと が、 結果と し て

子どもたちと 触れ合う 時間の拡充につながるよ

う なこと もあり 、 学校運営の改善にも貢献し て

いると のこと です。

衛生委員会が設置さ れていても会議を開催す

るこ と が難し い、 会議を開催し ても 何を話し

合っていいのかわからず、 形式的な委員会運営

になっている事例も見受けられます。 大神小学

校の事例は、 衛生委員会の活動が働きやすい職

場環境づく り のための課題を解決する手立てと

なっ ている事例の 1 つです。 ただ、 こ のよう

な活動を実現さ せるには、 組織のト ッ プである

校長及び教職員の一人ひと り が労働安全衛生活

動の意義を理解し 、 前向きに取り 組んでいるこ

と が前提と なり ます。

（ 3 ) 学校委員会での話し 合いの内容と 成果

学校委員会での話し 合いの主な内容は、 ①労

働災害につながるよう な危険箇所の点検、 ②長

時間労働の状況の確認、 ③働きやすい職場環境

づく り を進めるための課題解決、 の３ 点と のこ

と です。

①については、 労働災害につながるよう な危

険箇所の点検を行う 際に、 子どもたちの安全と

いう 視点も含めて、 校地及び校舎の安全点検を

行なっています。

②については、 前月の超勤時間をパソコンの

ログで確認し ています。 業務上どう し ても忙し

く なる時期があること も念頭におきながら 、 ２

～３ か月連続し て長時間労働になっていないか

を確認し 、 さ らに、 教職員間に業務の偏り がな

いか、 児童への生活指導上の問題などで保護者

対応に時間が取られていないかなど、 長時間労

働の要因も確認し ていると のこと です。

校長は「 特定の人に業務が集中し たり 、 担任

だけで保護者対応を行っ たり するのではなく 、

できるだけ組織と し て、 学校のチームと し て対

応するよう に心がけまし ょ う 、 と 話し 合ってい

ます。 また、 そのよう な対応を行う こと で、 出

退勤時間に変化が見えるかを確認し ています。

さ らに、 学年部の代表がメ ンバーであること か

ら 、 勤務時間の変化だけではなく 、 教職員の日

頃の様子についても加味し て意見交換をし てい

ます。」 と 述べています。

③については、 年２ 回、 スト レスチェ ッ クを

行っています。 集団分析の結果と し て、 ４ つの

スト レス要因である「 仕事の量的負担」、「 仕事

のコント ロール」、「 上司の支援」、「 同僚の支援」

の結果がフィ ード バッ クさ れていますが、 同校

の課題は、「 仕事の量的負担」 が全国平均より

悪い点だと 言います。

小規模校なので、 どう し ても １ 人当たり の仕

事量が多く なってし まう と のこと です。そこで、

仕事量を減らすと いう 視点も必要ですが、 放課

後に仕事ができる時間を増やすと いう 視点でも

働き方改革が進められています。 放課後に仕事

ができる時間を増やすアイデアはないかと 、 学

校委員会を中心に教職員全体で話し 合い、 それ

をみんなで実施し ています。 これまでは、 仕事

時間の確保について管理職が中心になり 考えて

きまし たが、 良いアイデアが思いつかずに困っ

ていたと のこと でし たが、 今はメ ンバーみんな

で話し 合いながら 実践化し ていると のこ と で

す。

例えば、 木曜日の宿題を読書だけにすること

で、 金曜日に宿題の丸つけをする時間がなく な

り 、その分、子どもと 向き合う 時間が増えたり 、

週末に向けてのいろいろな指導ができるよう に

なったり まし た。

また、 15 分と いう 短い時間ではあり ますが、

月曜日と 水曜日の掃除の時間をカッ ト し たこと

で、放課後に少し 余裕が生まれたと のこと です。

その他、 長期休業中には、 さ まざまな団体から
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作品募集があり ますが、 学校で取り まと めて主

催団体に提出し ていたものを、 家庭から直接提

出し てもらう よう にし たこと なども挙げられま

す。

その他、 学校委員会を中心と し て、 教職員全

員の意見を踏まえた勤務実態改善計画を策定し

ています。 その実績評価は、 学校委員会におい

て、 半年に１ 回行っています。 改善できた点で

きなかった点を評価し 、 改善できなかった点に

ついては、 業務の見直し が行われています。

このよう に学校委員会が働き方改革の原動力

にもなっていること がわかり ます。 同時に、 学

校委員会での話し 合いだけではなく 、 教職員全

員の意見を踏まえながら 改革が進めら れてお

り 、 労働安全衛生活動や働き方改革を進めるの

は教職員自身だと いう 当事者意識を醸成するこ

と にも役立っていると 考えられます。

さ らに、 日出町では校長会で労働安全衛生に

関する取り 組みの情報交換を行っており 、 大神

小学校の取り 組みが同校長会で共有さ れること

によって、 日出町教育委員会管内の小中学校の

労働安全衛生の取り 組みが促進さ れていると 考

えられます。

（ 4 )「 こ ころのコンシェ ルジュ事業」 の活用

大分県教育委員会は、 長年にわたり 、 教職員

や管理職の悩み相談を退職校長などに委嘱す

る、「 こ こ ろのコ ンシェ ルジュ事業」 を行っ て

います。 コンシェ ルジュ１ 人当たり 年間３ 校程

度を担当し 、 １ 年間に同じ 学校を３ 回ほど、 学

期制でいう と ころの１ 学期、 ２ 学期、 ３ 学期に

１ 回ずつ巡回をし て、 相談業務に当たっていま

す。

「 こ こ ろのコ ンシェ ルジュだより 」 によると

病気休職の教職員の復帰について、 コンシェ ル

ジュからアド バイスをもらいながら復職支援プ

ログラムを進め、 職場復帰ができた例もあるそ

う です。

対象は、 職場を異動し てきた教職員、 新規採

用者、 希望者が主になるそう ですが、 大神小学

校は小規模であるため、 毎年全員と １ 回ほど面

談できていると のこと です。

さ らに、 コンシェ ルジュの大半が校長経験者

であるため、 校長自身が相談をすること もある

と 言います。 校長は、 職場の中で自分の悩み事

を話す相手や機会に恵まれていると は言えませ

んので、 問題を自分一人で抱えていること が多

く なり ますが、 コンシェ ルジュに話すこと で校

長自身のセルフケアになっていると 言えます。

　 学校委員会が、 危険箇所の点検や長時間労働

への対応などの労働安全衛生活動の推進だけで

はなく 、 業務改善のアイデア出し などの働き方

改革を推進する役目も担い、 ひいては学校運営

の改善にもつながっています。

この実践が可能と なっているのは、 学校運営

の中核を担う 学校運営協議会メ ンバーがほぼ学

校委員会のメ ンバーと 同一であり 、 同協議会の

開催に併せて学校委員会が開催できるから で

す。

　 スト レスチェ ッ クの集団分析結果をもと に学

校委員会で話し 合いが行われていること は、 学

ぶべき点が多数あり ます。 集団分析結果では、

業務の負担感だけが全国平均より 大きいため、

放課後に仕事ができる時間を増やす活動も進め

られていますが、 これらの対策が働き方改革に

もつながっていると 評価できます。

（ 藤川　 伸治 )

３ ． 評価と展望


